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尊
い
生
命
や
大
切
な
財
産
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
十
日
町
地

域
消
防
署
で
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
二
十
四
時
間
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
㈹
「
防
災
の
日
」
の
消
防
署
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

慧・

1艇難
、
伽
瀟

薙簸i轍鞍

顯畑
　
筋

　
国
で
は
、
八
月
三
十
日
か
ら
九
月

五
日
ま
で
を
「
防
災
週
間
」
、
九
月
一

日
を
「
防
災
の
日
」
、
九
月
九
日
を
「
救

急
の
日
」
と
し
、
防
災
意
識
の
普
及

や
救
急
業
務
に
つ
い
て
、
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
日
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で

　
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
よ
う
、
車

両
を
整
備
、
点
検
、
清
掃
し
て
お
き

Φ
鮮
検

急
病
に
な
っ
た
り
、
事
故
な
ど
に
遭

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
万
が
一
に
遭
わ
な

い
よ
う
呼
び
か
け
た
り
、
備
え
て
い

る
の
が
十
日
町
地
域
消
防
署
で
す
。

　
十
日
町
地
域
消
防
署
は
、
火
災
予

防
・
消
火
活
動
、
救
急
業
務
、
救
助

活
動
、
消
防
団
の
訓
練
指
導
、
防
火

　
　
　
　
消
防
長
点
検

　
　
　
　
　
月
初
め
は
田
村
消
防
長

が
職
員
の
士
気
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

対
象
物
（
一
般
の
専
用
住
宅
を
除
く
）

の
予
防
査
察
、
地
下
タ
ン
ク
の
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
は
八
十
五
人
、
全
員
男
性
で

す
。
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
五
台
、
・
は

し
ご
車
一
台
、
化
学
消
防
車
一
台
、

救
助
工
作
車
一
台
、
救
急
車
四
台
が

十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
に
待

機
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
力
強
い

味
方
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
急
病
や
火
災
は
い
つ
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
た
め
、
職
員
は
二
班
に
分
か

れ
、
隔
日
勤
務
を
し
て
二
十
四
時
間

体
制
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
仮
眠
の
時
間
は

あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
出
動
と
な
る
と

眠
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
念
入
り
な
打
合
わ
せ
は
、
分
隊
の

意
志
統
一
と
訓
練
能
率
の
向
上
に
は

㊥
舞
載
せ

　　儒　鞭一

聡

2



　
管
内
三
七
五
基
の
地
下
タ
ン
ク
は
、

年
一
回
以
上
の
検
査
を
受
け
な
け
れ

禽
舞
蕎
査

ー
、
鰻
灘
穫
、
，

⑬
．
旙
羅
発
生

の
合
図
か
ら
わ
ず
か
四
十
五
秒
で
出

動
し
ま
す
。

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
、
ど
こ
に
あ

る
か
頭
に
た
た
き
込
み
な
が
ら
、
点

　
　
　
検
し
ま
す
。

　
　
　
消
火
栓
点
検

　
　
　
　
■

欝
救
麺
講
道
路
わ
き

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
衝
突
。
大
破
。

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
大
活
躍
。

　
ね
む
い
目
を
こ
す
り
書
類
を
整
理

す
る
柳
分
隊
長
。
い
つ
ま
た
通
報
が

　
　
　
　
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
書
類
整
理

緊
急
車
両
に
道
を

　
　
譲
っ
て
く
だ
さ
い

3　119番通報

　
昨
年
一
年
間
に
市
内
で
は
八
十
三

件
の
救
急
車
と
十
八
件
の
消
防
車
が

一
一
九
番
通
報
で
出
動
し
ま
し
た
。

薗
消
防
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
①
火
災

　
発
生
場
所
と
近
く
の
目
標
を
②
ど

　
の
よ
う
な
建
物
か
③
火
災
の
状
況

　
④
ケ
ガ
人
は
い
る
か
⑤
通
報
者
の

　
氏
名
、
電
話
番
号
を
あ
わ
て
ず
正

　
確
に
伝
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

■
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
落
ち
着
い

　
て
①
事
故
発
生
場
所
と
近
く
の
目

　
標
を
②
ど
の
よ
う
な
ケ
ガ
か
病
気

　
か
③
ケ
ガ
人
や
病
人
の
氏
名
、
年

　
齢
、
性
別
を
④
か
か
り
つ
け
の
病

院
⑤
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

　
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

　
ト
で
す
。

蓑

消防長

田村猛

　
一
秒
で
も
早
く
事
故
現
場
な
ど
に

到
着
す
る
た
め
と
救
助
、
消
火
な
ど

の
活
動
を
す
ば
や
く
行
う
た
め
に
も

①
違
法
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
緊
急
車
両
が
接
近
し
た
な
ら
ば
道

の
端
に
よ
っ
て
道
を
譲
っ
て
く
だ
さ

い
。
③
火
災
現
場
な
ど
の
や
じ
馬
に

な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

卜（市内）

　　　やぐら
火の見櫓設置状況

データアラカルト

㎜、、

102基

況
回

火災出亘

1月平均

ミ
触

消防水利設置状況

劉
防火水槽

蹴
366基594基

救急車出動状況

1日平均2．2回
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測F
…
｝

講
組
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
垂
得

　
八
月
二
十
二
日
GD
、
二
十
三
日
㈹
の

両
日
に
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
大
会
が
、

十
日
町
市
・
大
島
村
・
安
塚
町
を
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県

が
進
め
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
広
く

県
内
外
に
P
R
す
る
た
め
、
マ
イ
・
ラ

イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
推
進
協
議

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

三
回
目
の
大
会
に
な
り
ま
す
。

　
年
々
応
募
が
増
加
し
、
応
募
者
数
二

四
一
組
の
う
ち
抽
選
で
決
ま
っ
た
百
組

二
百
名
の
う
ち
、
東
京
都
な
ど
県
外
参

加
者
が
約
五
十
名
、
十
日
町
市
か
ら
は

十
三
名
の
親
子
や
友
人
組
が
参
加
。
一

　
野
中
小
学
校
（
小
出
宰
校
長
・
児
童

数
二
十
六
人
）
で
は
、
七
月
十
五
日
に

給
食
室
が
完
成
し
、
九
月
二
日
か
ら
自

　
　
鵜
．
び

　
　
撒
喜

　
　
　
款

　
　
灘
郵

評
欝

　
　
　
．
囎

　
　
’
弍

　
　
　
て
力

　
　
　
照
た

　
　
　
　
つ

　
　
　
あ

位
賞
品
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
年
分
や
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
ニ
台
の
ほ
か
、
五
万
円
相

当
の
旅
行
券
な
ど
数
々
の
賞
品
の
獲
得

を
目
指
し
て
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
会
式
を
終
え
た
参
加

者
は
、
大
島
村
菖
蒲
高
原
で
合
唱
を
聞

き
、
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に

挑
戦
。
潟
東
村
の
杉
山
組
が
第
一
位
と

な
り
、
十
日
町
市
の
久
保
田
組
も
第
三

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
翌
二
十
三
日
、
安
塚
町
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ト
バ
レ
イ
に
宿
泊
し
た
参
加
者
は
、
ゴ

ン
ド
ラ
を
降
り
て
菱
ヶ
岳
山
頂
を
目
指

す
「
森
林
浴
コ
ー
ス
」
と
ゴ
ン
ド
ラ
山

校
給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
平
成
三
年
度
ま
で
、
水
沢
学

校
給
食
共
同
調
理
場
か
ら
給
食
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
冬
期
間
の
配
送
の
困

難
な
ど
も
あ
り
、
自
校
給
食
に
切
り
替

え
た
も
の
で
す
。
工
事
は
、
約
二
百
四

十
万
円
の
経
費
を
か
け
て
用
務
員
室
を

給
食
室
に
改
造
し
、
備
品
や
調
理
用
具

な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
給
食
室
で
は
調
理
員
さ
ん
が
、
三
十
六

マうンテンバイクで腕を競う参加者

頂
駅
で
ラ
ク
ダ
や
ロ
バ
な
ど
の
動
物
と

親
し
む
「
悠
々
コ
ー
ス
」
の
二
班
に
分

か
れ
、
ク
イ
ズ
を
は
じ
め
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
遅
乗
り
競
争
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

の
腕
を
競
い
ま
し
た
。
第
二
日
目
は
、

十
日
町
市
の
尾
身
博
人
・
桑
原
光
史
組

が
み
ご
と
一
位
と
な
り
、
賞
品
の
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
ニ
台
を
獲
得
し
ま
し
た
。

人
の
児
童
・
職
員
に
既
製
品
や
半
加
工

品
を
使
用
し
な
い
、
す
べ
て
手
作
り
の

給
食
を
提
供
し
ま
す
。
自
校
給
食
に
よ

り
子
供
た
ち
は
、
調
理
の
現
場
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

調
理
員
さ
ん
は
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が

見
え
、
お
互
い
心
の
通
っ
た
愛
情
豊
か

な
給
食
時
間
が
持
て
る
と
と
も
に
、
い

つ
も
出
来
た
て
の
給
食
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
中
小
学
校
が
自
校
給
食
を
開
始

「
鉢
の
石
仏
と

　
　
黒
沢
観
光
栗
園
」

　
市
観
光
協
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
市
内
の
観
光
地
を
も
っ
と
よ
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
七
月
に
引
き
続
き

鉢
の
石
仏
見
学
と
黒
沢
観
光
栗
園
で
秋

の
味
覚
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま

し
た
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
9
月
2
5
日
働
午
前
1
0
時

　
～
午
後
3
時

■
集
　
合
　
十
日
町
駅
（
午
前
9
時
5
0

　
分
ま
で
に
集
合
）

■
見
学
コ
ー
ス
　
十
日
町
駅
－
鉢

　
の
石
仏
i
黒
沢
観
光
栗
園
（
昼

　
食
”
栗
お
こ
わ
、
け
ん
ち
ん
汁
等
）
l

　
l
十
日
町
駅

■
参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
入
園
料
、

ツ
ア
ー

昼
食
付
）

■
定
員
6
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
9
月
1
8
日
働
ま
で
に
、

市
観
光
協
会
（
智
5
7
1
3
3
4
5
）

　
へ
。

霊地、鉢の石仏を見学しませんか

下水道工事による
　　交通規制
　市道幸町小黒沢線の新宮・幸町地内が下

水道工事を行うため、9月15圖から片側交互

通行となります。交通量が多い賂線で大変

不便をおかけしますが、ご協力をお願いし

　
　
　
　
　
　
ロ

市
道
行
優
す
規
規

　
　
　
　
　
　
ま
　
口
　
皿

制期間　9月15田㈹一一12月25日㈹

制内容　片側交互通行、ただし犬型車

　　　　通行止め

至
中
里
村

国蓮11ワ号線至
布
街
地
〒　1nN
並　ス
　闇
　円

圖 具
道

士禍R

欧脇橋

　〕
有菊

丁請王馳画囲

ザ斗士牧

至姿囲
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　　　　　　　　　　　　　　　市内には今年度、満90歳以上のお

長寿番付認護齢論譲撃
　　　　　　　　　　　　　　※年齢は9月1日現在です。

福祉入門教室
　　参加者募集

＜東＞ 寿 艇西＞

宮澤トラさん 騰1薩牛〕 横　綱 宮澤ハノレさん〔明24・10・1生100歳　伊達2

橋本モトさん〔撫1●翻 大　関 徳永マサさん〔明25・8・5生100歳下条中央通り

中町周衛さん 騰10●鷺集〕 関　脇 村山イマさん〔明27・2・2生98歳　　山本町2

佐野ハナさん〔擁嘉艦〕 小　結 中林民五郎さん〔明27・6・1生98歳　学校町1

樋ロサクさん〔躍●10車10詩〕 前頭1 山上とくさん〔明27・12・20生97歳　　田川町3

大熊忠平さん〔躍●1尾18旛〕 〃　2 熊木キイさん〔明28・1・25生97歳　　大　石

曽根キヨさん〔黙噺錨〕 〃　3 池田リタさん〔明28・9・10生96歳　　轟　木

佐藤サワさん〔器護’11備／ 〃　4 村山カズさん〔明28・11・11生96歳　　伊達4

古澤ソノさん〔毘謡●1麟〕 〃　5 山田初太郎さん〔明29・1・24生96歳　東枯木又

田村ナカさん〔羅。茜蔽〕 〃　6 羽鳥クラさん〔明29・2・27生96歳　　田川町2

蕪木スミさん〔羅●鰯牛〕 〃　7 岩田トメさん〔毘謡●無錨〕

田川トミさん〔雛篇鋼 〃　8 越　茂樹さん〔明29・9・11生95歳　　新座3

江村ツマさん〔羅。1ボ0筆〕 〃　9 水落セキさん〔撒2永20告〕

浦澤チヨさん〔鋸謡。智、擶〕 〃　10 上村ミキさん〔毘護。窯錨〕

小杉ハツさん〔毘謡●6桑3旗〕 〃　11 田崎トメさん〔羅6購〕
金澤壮一さん〔羅6姿28告〕 〃　12 福崎トメさん〔器8由3隻〕

金子欣二さん 膿繭轟〕 〃　13 飯塚クマさん〔盟謝鐙羨〕

陽田スイさん〔盟護。1宝薪臨〕 〃　14 石澤タマジさん〔盟謡●11錯〕

山ロスギさん
〔盟謡●12岩16轟〕

〃　15 小林佐吉さん〔盟謡’12逢20鑑〕

福島サワさん〔羅。2。18詳〕 〃　16 金澤カネさん〔盟譲●2購〕

松澤ミユさん 膿1、偏講〕 〃　17 春日トメさん〔躍●4樽8羨〕

小林音作さん〔盟護●5姿19牛〕 〃　18 野村トラさん〔羅略粛躇〕

鈴木キヨさん〔羅。報蹟〕 〃　19 藤横イトさん〔羅当薪読〕

富井セイさん〔盟譲’8’嚇〕 〃20

　市民の皆さんから、地域における福祉

や、家庭における介護の基礎知識を学ん

でいただき、今後の福祉活動などに役立

ててもらうための入門教室です。お気軽

に参加してください。

■と　き　9月22日（幻午前9時受付

■ところ　ラポート十日町（本町2）

圏内　容　①福祉入門教室（わかりやす

　い福祉、福祉のいろは、身近な福祉）

　講師二関口弘治氏（市民部長）

②ボランティア活動入門

　講師二福原泰郎氏（妻有荘指導員）

　③介護技術教室（家庭で役立つ介護の
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活
動
入
門
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
入
門
教
室

受
　
　
　
　
　
付

　　　　　綴　　　難黙難

地
域
・
家
庭
・
生
き
方
再
考

共
存
・
共
生
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
さ
を
求
め
て

　
「
豊
か
さ
」
に
対
す
る
考
え
方
は
、

多
種
多
様
で
す
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と

り
の
豊
か
な
人
生
は
、
人
々
と
の
豊
か

な
共
存
・
共
生
が
土
台
に
あ
っ
て
は
じ

め
て
現
実
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
共
存
・

共
生
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
・
家

庭
・
生
き
方
の
豊
か
さ
を
再
考
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
学
習
す
る
「
婦
人
学
級
」

を
開
級
し
ま
す
。
隣
近
所
・
仲
間
な
ど

誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

■
学
習
日

　
～
9
時

■
内
　
容

10

月
～
1
2
月
（
8
回
）

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時

「
世
代
間
交
流
」
「
人
間
関
係
」
「
ち

い
」
「
健
康
づ
く
り
」
「
学
習
・
情
報
」

「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
そ

れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
豊
か
さ
を
考
え

　
　
　
　
「
子
育
て
」
「
親
子
関
係
」

～あなたは、ほんとうの
脳死がわかりますか～

脳死腿岡婆

ま
す
。

■
講
師
松
田
鉄
夫
氏
（
元
塩
沢
商

工
高
等
学
校
長
）

■
資
　
料
　
　
「
明
日
の
十
日
町
市
の
地

域
福
祉
の
た
め
に
」
を
利
用
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
連
絡
用
ハ
ガ
キ
3
枚
を

添
え
て
十
日
町
市
公
民
館
（
盈
5
7
1

5
0
1
1
）
へ
。
申
込
書
を
用
意
し

　
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

第1回目

9月22日（火）

夜7時～9時

●十日町市公民館学習

●映画と話し合い

一仲間づくり学習計庭

鍵
灘
鐵
響
ー
講
獲

◆10月7日㈱・14日（水）

午後7時～9時
◆十日町市公民館

　　　（学校町2）

■
講
　
師

■
参
加
費

■
申
し
込
み

▼
生
田
房
弘
氏
…
7
日

（
新
潟
大
学
脳
研
究
所
長
）

▼
金
子
修
氏
…
1
4
日

（
新
潟
県
弁
護
士
会
会
員
）

無
　
料

　
9
月
3
0
日
㈱
ま
で
に
、

十
日
町
市
公
民
館
へ
。
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　　　　　　　　こくせつ　　りせつ　しんせっ
ともにすすもう。「克雪・利雪・親雪』時代

　　　　　　　　　　　　　　ひら　～雪に語り、共に学び、雪と遊んで、明日を拓こう～

～
時
～
時

時
6
時
4

10

後
1
0
後

前
午
前
午

午
午

㊤
日
◎
日

0
凹
0

1
唖
艦

　
月創簿、

・1第嚢紐．回…』

携雪饗調蟹・

聯覇譲i』

o
”
殉

「
1
広
縣
勅
口
舞
ク
傍

“
鯨

・
・
寧
｛

り
　
“

　　　ゾ毒

諺蟹饗i饗

■と　き　9月19日（±）午後7時～

・ところ　クロス102階中ホール

■講師森巖夫氏傑覇歪峯部教授〕

■演　題　「雪国未来と快適生活」

　　　～住生活の在り方を含めて～

講師紹介（略歴）

昭和6年　山形県に生まれる
昭和28年　東北大学農学部卒　大学院進学

昭和48年　農学博士
平成元年　島根大学教授（農山村地域経営

　　　学講座）
平成4年　明海大学不動産学部教授
ほかに、東京大学・東北大学・東京女子大学の

講師を兼任。

　　　　（初公開）
◆「昭和31年の十日町」（カラーと白黒）

◆「木材プレカット加工」

◆アニメも放映します

●講演会（雪国未来と快適生活）

●雪関連技術製品等の展示・宣伝・販売

●住宅相談および支援制度PRコーナー

●飲食・遊び・プレゼントなど催し物

●保存雪を利用した雪あそび広場・雪の

イベント・ステージ

〉屋根雪処理技術関連

〉除排雪技術関連

〉各種除雪機械関連

レ利雪技術関連

〉その他雪国の生活用品関連

〉パソコン・ワープロ体験・販売コー

ナー

繋田購霧饗撚類繋議一

＊関連する資料や書籍・パンフの提

供および販売

＊相談（建築士会より建築士が3人

常駐）

＊支援（融資・補助）制度の紹介

、．…織蒸灘震添羅躊・灘馨

〉絵画「私の描く楽しい“まち”、住み

たい“まち”」（県コンテスト入選作

品）

〉克雪タウンづくりコンテスト入選

パネル

〉木造耐雪構造物の実例紹介写真パ

ネル（農林水産省森林総合研究所

十日町試験地庁舎）

　
雪
国
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
雪
と
暮
ら
し
を
考
え
続
け
、
雪

国
の
明
日
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
提
案
し
な
が
ら
、
新
し
い
雪
国

の
可
能
性
を
追
い
求
め
続
け
て
き
た
フ
ェ
ア
は
、
今
年
で
1
2
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
か
ら
地
域
の
関
連
団
体
と
と
も
に
実
行
委

員
会
組
織
を
つ
く
り
、
長
岡
市
で
行
わ
れ
る
国
際
雪
氷
学
会
と
合

わ
せ
、
十
日
町
の
雪
現
場
や
雪
施
設
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
、
内
外
の
雪
関
心
者
に
働
き
か
け
ま
す
。
国
内
外
か

ら
多
数
の
参
加
者
や
お
客
様
を
迎
え
て
開
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〉「雪国十日町の“昔と今＆冬と夏”」　一一

コントラスト・フォト・パネル

諺業麟融鞘毒羨崇、・

⑱積雪深予想コーナー

　今年の雪はOm1？
幽夢の大抽選会

⑱野外音楽会

　雪のステージに市内中学校の

　ブラスバンドが出演

愈飲食出店

⑱無料サービスコーナー

　射的・輪投げ・水ヨーヨー

　スーパーボールすくい

　わたあめ
　　　　ゲームとプレ
　　　　ゼンドがもり
　　G一一しだくさん／
1盈瞼卒
も
　’　　　　　《3’Ω1

　　　　ノノヲ　　・　　O～雪遊び広場が
　ヘヘ　　 ヤヘ♪’（へ．・　　出現

6



’92健康づくりフェア

◎
日

9
』
ー

　
　
ス
．
ロ

㊤
日
ク

●㊧
日
ル

5
卜
2
館
月
会
9
服

26㊤午前10時～午後5時
27㊥午前9時～午後3時

　　　譲簸一鐵
■各種相談コーナー

・健康相談26日午後2時
　　　（内科）　　　　～4時

・歯科相談と　　27日午前10時

　　歯磨指導　　　～午後3時

・栄養相談・薬事相談

・国保・年金・福祉事業のP　R

■展示コーナー

・成人病予防コーナー（肥満予防）

・検診紹介（大腸がん）、禁煙教育、

乳がん視触診モデル

・調理師会による各種料理展示（各

種鍋料理）27日

・福祉施設・作業所紹介コーナー（な

かまの家紙すき実演）

・健康パネル展示・即売コーナー

／藩轍灘ll／
・その場で当たるスピード抽選・薬

草パネル等展示、薬味酒の試飲

・ファーストフードの実物展示

　　　欝饗毒鐵顧漿

　　楽しさいっぱい◆ノ

・昔の遊びコーナー・健康ラリー

・かってに落書きコーナー

・空飛ぶ風船、第2回ゲーム大賞
・日赤救急法実演、

・アニメビデオ上映

　　虜　（レセプションホール）

＆D2》

クロス10

轍灘一獺
・くらしを支える福祉機器展

・ほのぼの福祉写真展

・点字パソコンのデモンストレーシ

　ョン

・お年寄りの相談コーナー

　（26日午後1時～5時）

・ホームヘルパーによる老人・身障

者介護講習会

・おもちゃ図書館

・ふれあいメッセージコーナー

・車イス体験（車イス昇降機、リフ

　ト付バス）

　　麟難§灘鐵1難灘羅一難1

27日⑪午前9時30分～午後0時30分
「’92トレー・ニング＆フィットネス」

演題／くらしの中のフィットネス講座

～自彊術・太極拳・親子体力づくり

　　体操・ソフトエアロビクス～

　　　灘覇灘灘燵灘

・献血コーナー

　（27日午前10時～午後3時）

・リサイクルバザー

25⑥市民会館ホール

　午後7時～9時

講　漢　饗

　　　叢　繋　緩

・健康増進車「すこやか号」の体力

測定

　　趨鰹霧・i簿難籔騨一

・高齢者、身障者作品展

・ボランティア活動、地区社会福祉会

紹介

・日赤・共同募金コーナー

　　　譲鶏撚i難鍵
26日㊤午後7時～9時

・ハローハローレクダンス

　　　　　　覆

　　　　　　繋

　　　　　　　難轟

　　　　　　難蟻熱．

講師／高森和子氏（元女優・作家）

演題／母の言い分、老いの言い分

　　・挨　拶

灘　　丸山十日町市長

難　　水野十日町市健康づくり

　　　　　　推進協議会長

・祝辞須藤県議会議員
・健康づくり作文の表彰と発表

　～地域の食文化を

　　　伝えよう我が子に～

㈹新潟県栄養士会十日町支部

では、「生き生き長生き元気な我が

家」をテーマに、地域に伝承され

るおやつの調理講習会を開きます

ので、ふるってご応募ください。

■と　き　9月26日（±）午後2時～

■ところ　十日町市公民館調理室

■対　象　子供と大人の2人1組

　　　　で20組（40名）まで。

■参加費無料
■申し込み　電話かハガキで氏

名・年齢・連絡先を志田（十日

町小給食室智57－1835）まで。

7と6ガ夢3平成4年9月10日
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ー

∩
〆
軸
つ

　
　
る
～
終
拙

　
　
」
の

詩
～
人

物
つ
万

風
ま
明

留
．
艇

く
諏
間

ゆ
　
　
日

　
　
　
　
3

ぎ
・

　
　
　
　
～

過

センターに通報する鈴木さんと丸山市長

緊急通報システムの

　　　モニターがスタート
～県下初の試み安全センター方式～

　
残
暑
厳
し
い
八
月
二
十
五
日
㈹
か
ら
二
十
七

日
㈲
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
十
日
町
四
大
祭
り
の

一
つ
「
諏
訪
ま
つ
り
」
が
延
べ
約
十
一
万
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
、
過
ぎ
行
く
夏
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
に
は
万
灯
、
大
民
謡
流
し
、
仮
装

行
列
の
前
夜
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
民

謡
流
し
に
は
、
二
十
五
団
体
、
千
百
人
、
仮
装

大
会
は
七
団
体
、
九
人
の
個
人
参
加
が
あ
り
、

沿
道
の
見
物
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
と
歓
声
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

が
り
ま
し
た
。
二
十
六
日
・
二
十
七
日
は
、
俄
、

み
こ
し
、
子
供
み
こ
し
の
オ
イ
ヨ
イ
、
オ
イ
ヨ

イ
の
掛
け
声
が
各
町
内
に
響
き
わ
た
り
、
市
街

は
祭
り
一
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
最
後

は
、
勇
壮
な
荒
み
こ
し
の
環
御
で
、
華
や
か
な

祭
り
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
一
日
働
、
民
間
の
安
全
セ
ン
タ
ー

方
式
に
よ
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
通
報
式
が
、

市
内
五
人
の
モ
ニ
タ
ー
の
一
人
鈴
木
ス
ミ
さ
ん

（
袋
町
東
）
宅
で
、
丸
山
市
長
を
は
じ
め
郡
市

内
の
福
祉
関
係
者
が
見
守
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
報
が
、
看
護
婦
と
相
談
員
が
二
十
四
時
間

待
機
し
て
い
る
安
全
セ
ン
タ
ー
に
届
く
と
、
利
用

者
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
救
急
車
な

ど
を
手
配
し
て
く
れ
ま
す
。
第
一
報
が
協
力
員

に
届
く
現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
比
較
す
る
と
協
力

員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
用
者

が
よ
り
気
軽
に
通
報
で
き
ま
す
。
通
報
は
、
従

来
と
同
じ
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
通
報
機
を
押
す
だ
け
。

鈴
木
さ
ん
は
「
気
安
く
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市内の豪傑が担ぐ勇壮な荒みこし

σ
1

糞ち

の

⑫

一一－
一
一

■　　〇　　一

▼

体
　
育
　
祭
遠田あゆみさん
　　（2年）

　
南
中
学
校
で
は
、
九
月
二
十
日
㈲
に

体
育
祭
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
玉
は
何

と
い
っ
て
も
「
南
中
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」

で
し
ょ
う
。
去
年
は
、
本
当
に
燃
え
て

言
葉
で
い
い
表
せ
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
そ
う
な
る
と
今
年
も

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
今
、
応
援
団
を
中
心
に
、
応
援
練
習

を
し
た
り
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
種
目

の
練
習
に
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
応
援
で
は
、
各
々
の
選
手
に
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
か
ら
、

ど
の
軍
も
、
大
き
な
声
が
出
て
い
ま
す
。

種
目
練
習
で
も
、
そ
の
応
援
に
こ
た
え

よ
う
と
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
練
習

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

　　　　　　　醸　　　　　欝　　轍薦

〔西驚矯人〕

　
今
年
の
南
中
の
体
育
祭
は
、
絶
対
に

み
も
の
で
す
。
体
育
祭
ま
で
あ
と
も
う

少
し
。
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
き
陶

いっしょうけんめいに応援します
小林浩司くん
　　（3年）

ス
ー
パ
ー
陸
上
部

我
が
南
中
学
校
の
陸
上
部
は
、
ス
i

8



7月に行った「ほたるの夕べ」で親子のふれあい

十日町おやこ劇場
　（代表　佐野涼子）

　　　おやこ劇場とは、子供のための生の舞台を定期的に鑑
．灘賞したり・親子が生き生きと遊べる機会を持ったりして・

灘、懇諜と離黙繍礁含星灘島念攣1
灘ることができる力のある会が欲しレ、と願レ、、仲間を募り

、・灘7人ほどでおやこ劇場をスタートさせました．

盤　4月には・おやこ劇場作りの第一歩にしたいと・劇団

凝鎌あとむによる「あとむの時間はアンデルセン」の公演を

鑛　　実現させました。チケット制でしたが、2回の公演で600
　1人ほどの親子から楽しんでいただき、スタッフー同胸を
、纏
麟　　なでおろしました。また、自主企画で7月に「ほたるの
．懇夕べ」を開き・ほたる観賞と花火を楽しみました・12月

・
、
灘

2●3日には2回公演で「青杉ロ常夫ふれあいコンサート」

i灘籔、　を開く予定にしています・チケット制ではなく会員制の

講叢　会費として開きたいと、スタッフー同意欲を燃やしてい

難　　ます。そのためには、秋までに500人を目標に会員を募り、
　コ馨　　今後活動する上でも大きな輪を広げたいと考えています。
鶴．舌簾潔灘鷲灘是籍毒懲
『騰を大切こしたレ、と、親ならだれしも思うのではなv、でし

鐵ようか．ぜひ、おやこ劇場が＋日町碇着し、定期的に

鞭．生の舞台が開かれるよう・親子そろって仲間。こなってい

　　ただければ幸いです。

12月の公演に向け準備に励んでいます

簾墓

藤を

3年間の軌跡を語る加藤先生

　「チンギス・ハーンの墓

　　　　発見は間近」
～考古学の第一人者、加藤先生語る～

墓の招の　てンをじ考氏
の墓き軌加％ゴおみ古）

藤
先
生
は
、
三
年
間
に
わ
た
る
調
査
研
究

跡
を
熱
心
に
語
ら
れ
、
「
今
度
十
日
町
に
お

い
た
だ
い
た
時
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

を
発
見
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、

発
見
に
自
信
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
四
日
働
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
十
日
町

市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
文
化
講
演
会
が
開
か
れ
、

約
三
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
博
物
館
友
の
会
（
会
長
大
島
伊
一

氏
）
と
十
日
町
市
公
民
館
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

考
古
学
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
十
日
町
に
な

じ
み
の
深
い
加
藤
晋
先
生
（
千
葉
大
学
教
授
）

を
お
招
き
し
て
実
現
し
た
も
の
。
演
題
は
「
モ

ン
ゴ
ル
の
英
雄
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
墓
を
求
め

パ
ー
が
付
い
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら

い
の
実
力
を
も
っ
た
部
活
で
す
。
中
越

は
お
ろ
か
県
に
ま
で
、
名
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
練
習
風
景
を
見
て
い
る
と
、

毎
日
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
同
じ
こ
と
を
く

り
か
え
し
て
い
ま
す
。
雨
が
降
れ
ば
、

廊
下
で
練
習
を
し
た
り
、
バ
ー
ベ
ル
を

使
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
田
中
啓
也

先
生
の
指
導
の
も
と
に
今
日
も
汗
を
か

い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
全
国
陸
上
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。
毎
年
う
ち
の
学
校
か
ら
、

数
名
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
四
名
の
選
手
が
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
予
選
で
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

誰議｛轟｛｛識識識議｛鵯●学選全
篭このコーナーは、運動｝●校手国

1懲芸能などを楽1諺醇
篭しんでいるサークル、多●出まキ
篭クラブなどを紹介する》●場すン

1・＋で弗のコ1計㌶
篭一ナーで自分たちの頑》●ほひ位・

叢

　　　　㎜灘
灘鞭駿灘．
難灘難i　　＿臓
　　　㌶　　　　　　　燃
　　　　　　　　一雛霧　　　獺燃鞍鞭難
灘鐵纈鱗醸．　、，．一．羅

全国大会を目指し練習に熱が入ります
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上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　罧．纏　池灘富

ど留篇黎姦謄蝶霧蓄ち　難霧　麟範騨灘輸鰯昇讐羅二鱈

物をして喜ばれている姿を見ていると、疲れがど、　　　　　　　．一貰して指輪を作りたいと思っています。

麟欝難露犠盟善購鐸固繊撫轡灘難轡
校の時、全日本のノルディックスキーのリレーメ　絡ん集』日　冬はもちろんスキー。ただいま恋人募集中。笑顔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先でし一町
ンバーに選ばれたことがあるんですよ。社会人に　　　もてのを　　のかわいい健康的な女性が理想です・この冬・い

なってからは運動不足気味。バドミントンなどの　　総かいコ担　　っしょにスキーに行けたらいいですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　務まま　iフ

薗謙繋備響謙夏1飛1鷺聾欝鱗照1纂磐
なレストランがもっと多くでき、友人と食べ歩き葎o套響は＋日町ならではの魅力の一つ・Uターンして良

ができたらいいなあと考えています。　　　　　、＿＿＿＿＿＿＿　　かったと思います。

鯵
恥
講
岬
N

0動

灘蜘饗

、
義

’
．
麟
灘
犠
．

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
新
潟
県
入

広
瀬
村
と
隣
接
す
る
福
島
県
只
見
町
で

す
。
国
道
二
五
二
号
線
や
J
R
只
見
線

を
利
用
さ
れ
て
、
会
津
方
面
へ
出
か
け

ら
れ
た
人
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
。

　
只
見
町
は
、
田
子
倉
ダ
ム
を
中
心
と

し
た
観
光
と
木
材
や
蚕
、
米
作
な
ど
農

林
業
の
さ
か
ん
な
町
で
す
。
わ
た
し
の

育
っ
た
と
こ
ろ
は
、
町
か
ら
遠
く
離
れ

四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
い
っ
ぱ

い
の
田
舎
で
、
特
に
冬
に
な
る
と
十
日

町
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
雪
が
積
も
る

豪
雪
地
で
す
。
小
学
校
五
年
生
ま
で
只

見
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
学
校
は
四
年

生
ま
で
が
小
さ
な
分
校
で
学
び
、
五
・

六
年
生
に
な
る
と
往
復
八
キ
ロ
も
あ
る

道
の
り
を
本
校
へ
通
学
し
、
冬
期
間
は

親
元
を
離
れ
て
の
寄
宿
舎
生
活
で
し
た
。

　
子
供
の
こ
ろ
、
夏
に
は
近
く
の
黒
谷

川
で
毎
日
カ
ジ
カ
や
イ
ワ
ナ
取
り
に
熱

中
し
、
冬
は
わ
ら
ぞ
う
り
、
げ
ん
べ
（
雪

ぐ
つ
）
を
造
っ
た
り
、
罠
を
か
け
て
う

さ
ぎ
を
捕
ま
え
た
り
で
勉
強
は
そ
っ
ち

ぬ　し　たに

塗師谷　功さん
　（幸町・50歳）

福島県

南会津郡只見町

の
け
で
遊
ん
だ
こ
と
が
、
と
て
も
懐
か

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
川
崎

市
へ
移
り
ま
し
た
が
、
ど
う
も
都
会
で

の
生
活
が
肌
に
合
わ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
、

職
場
の
同
僚
に
十
日
町
の
人
が
い
て
こ

ち
ら
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う

十
日
町
の
人
に
な
っ
て
二
十
三
年
に
も

な
り
ま
す
。

　
四
季
の
移
り
変
り
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
十
日
町
は
と
て
も
大
好
き
で
す
。

特
に
春
の
山
菜
、
秋
の
キ
ノ
コ
取
り
は
、

普
段
の
ん
び
り
屋
の
わ
た
し
も
一
番
楽

し
み
の
季
節
で
す
。

募覧画

70

つ
継

　
　
宮弘

影
県

雛噺
偏
鼻

栃禿県

0
ヂ
、
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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●
●

66

〈材料〉（7～8人分）

豚ひき肉…5009、なす・・7個￥

ピーマン…5個、かぼちゃ…
％個、しょうが…50～708￥

卵…1個、塩・コショウ・パ
ン粉・かたくり粉…各少々

麟鰯野響

ん
　
）

さ
歳
9

　
　
　
　

子
釧
o

　
　
　
　

世
．
一

美
沢
8

　
　
黒
5

沢
小
智

宮
（

　
自
家
製
野
菜
を
使
つ
て

　
意
外
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
で
す
。
揚

げ
た
て
に
か
ら
し
じ
ょ
う
ゆ
や
酢
じ
ょ

う
ゆ
が
合
う
ん
で
す
よ
。
子
供
に
は
ポ

ン
酢
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

夏
野
菜
の
と
れ
る
こ
の
季
節
。
食
卓
に

い
か
が
で
す
か
。

〈
作
り
方
〉
①
し
よ
う
が
（
細
か
い
み

じ
ん
切
り
）
・
ひ
き
肉
・
溶
き
卵
・
パ
ン

粉
・
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
よ
く
混
ぜ
る
。

②
な
す
は
ヘ
タ
を
付
け
た
ま
ま
ガ
ク
を

丸
く
切
り
取
っ
て
二
等
分
す
る
。
厚
み

の
半
分
を
ヘ
タ
の
と
こ
ろ
ま
で
切
り
込

み
を
入
れ
て
肉
を
は
さ
む
。

③
ピ
ー
マ
ン
は
二
等
分
し
て
種
を
取
り

肉
を
つ
め
る
。

④
か
ぼ
ち
ゃ
は
二
弛
．
厚
さ
く
ら
い
の
半

月
切
り
に
し
、
両
端
を
少
し
残
し
て
真

ん
中
に
切
れ
目
を
入
れ
肉
を
は
さ
む
。

⑤
揚
げ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
二
等
分
す
る
。

※
肉
を
は
さ
む
前
に
野
菜
に
軽
く
か
た

く
り
粉
を
振
り
、
揚
げ
る
時
も
肉
に
か

た
く
り
粉
を
ま
ぶ
す
と
は
が
れ
な
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　グ　1　　欝か（謝
　　　　ノ　　　　　　　、　．…．　　　　池田彩夏ちゃん
　　　　　　　ミ　えヤヒハ　　　　　　じ
　　　　　　　と　　　　　　　’　　　騨　　　　　　正美・さよさん長女

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　（四日町2）
　　　　　　　華
　自分で「アンパンマン」のビデオをかけて￥妹の早織と見て

いるの。すごくおもしろくて何回も見ちゃった。この服．ママ

が買ってくれたの。かわいいからとっても気に入っているのよ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

下条保育所

　　　⑬グ

　葉っぱを食べてるかたつむりを、

紙いっぱいに描いたんだ。いろん

な色を使ってとってもきれいだよ。

　紙芝居やお話に出てくる地獄の

えん魔大王なの。こわそうだけど

とてもみんなに人気があるのよ。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

池
田
陽
一
く
ん

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

関
ロ
宏
美
ち
ゃ
ん

0
傷
＠
0
0
0
0
G
O
O
3
0
G
O
G
G

診
り

㌧
こ
㌧
斎
木
ヨ
シ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
て
い

　
わ
た
し
ら
が
子
供
の
こ
ろ
、
土
堰
堤

を
作
る
た
め
に
清
水
ト
ン
ネ
ル
で
働
い

て
い
る
人
達
が
ほ
と
ん
ど
こ
っ
ち
へ
来

た
と
い
う
ん
で
、
子
供
た
ち
も
一
学
級

四
十
五
人
も
い
る
ほ
ど
お
お
ぜ
い
い
た

て
の
．
学
校
か
ら
帰
っ
て
上
ノ
山
の
観

音
様
の
広
場
で
、
い
っ
ち
ょ
や
く
る
み
で

数
の
当
て
っ
く
ら
や
、
か
っ
ち
ん
く
る
み
、

か
く
れ
ん
ぼ
な
ん
か
し
て
夕
飯
に
な
る

ま
で
遊
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
る
て
の
。

　
冬
は
雪
の
上
に
か
か
と
で
く
る
く
る

回
っ
て
固
く
す
べ
っ
こ
く
し
て
、
そ
こ

へ
い
っ
ち
ょ
を
投
げ
て
か
か
と
の
穴
に

す
べ
っ
て
入
っ
た
の
を
、
だ
れ
が
い
っ

ぺ
集
め
た
か
な
ん
て
し
て
た
ん
そ
の
。

　
北
鐙
坂
は
上
の
村
と
下
の
村
が
あ
っ

（
北
鐙
坂
三
・
7
8
歳
）

禰
u
G
　
G
　
　
G

纏籔

て
、
上
の
村
か
ら
嫁
に
来
た
わ
た
し
は

同
じ
村
っ
子
だ
っ
た
か
ら
、
村
の
こ
と

が
わ
か
っ
て
気
が
楽
だ
っ
た
て
の
。
そ

の
こ
ろ
は
豆
腐
屋
を
し
て
い
て
毎
日
朝

早
く
か
ら
の
仕
事
で
、
冬
で
も
四
時
前

に
は
起
き
て
い
た
。
注
文
が
あ
る
と
一

番
早
い
義
父
は
十
二
時
過
ぎ
に
は
仕
事

を
し
て
た
の
。
動
力
が
入
っ
て
か
ら
は

だ
い
ぶ
楽
に
な
っ
た
ん
そ
。
長
男
が
高

校
卒
業
す
る
こ
ろ
家
の
都
合
で
や
め
た

ん
そ
の
。
今
思
う
と
懐
か
し
い
て
。

　
子
供
が
小
さ
か
っ
た
時
は
、
汽
車
に

乗
っ
て
岩
沢
の
不
動
様
に
行
っ
た
り
す

る
の
が
、
一
年
に
一
度
く
ら
い
あ
っ
て

大
人
も
子
供
も
楽
し
み
に
し
て
た
っ
け
。

　
ち
っ
と
前
ま
で
は
、
公
民
館
へ
近
所

の
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
と
盆
栽
教
室
に
行
っ

て
習
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
で
は
小

さ
い
も
の
は
自
分
で
囲
い
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
の
盆
栽
を
見
る
の
も
張

り
合
い
だ
て
の
。

　
鎮
守
様
の
掃
除
の
あ
と
、
持
ち
寄
り

の
茶
菓
子
で
お
茶
や
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、

老
人
会
の
最
後
は
み
ん
な
で
肩
を
組
ん

で
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
を
歌
っ
た
り
す

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
て
。

平成4年9月10日77とおガ辞お

団
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B
商
業
統
計
調
査

　
　
掛
　
に
こ
協
力

　
　
爬
　
　
く
だ
さ
い

　
1
0
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
「
商

業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
食
堂
、
そ
ば
店
、
喫
茶
店
な

ど
の
分
布
状
況
、
販
売
活
動
を
把
握
し
、

行
政
や
中
小
商
業
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
9
月
下
旬
に
お
伺
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
　
ヒ

（
盈
内
線
鵬
）
へ
。

嚢
　
緊
㎜

難
難
～
御
触
　
駆

．
灘
欝
鉾
紐
㌔

国
鑑

　
　
　
　
　
　
　
の
日
日
わ
1
0

　
　
　
　
　
　
　
し
2
9
3
0
合
ス

、
繊
　
　
棚
明
騨

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
■

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
棚
卸
し
を
行
う
た

め
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。
9
月
2
9
日

の
午
後
1
時
か
ら
3
0
日
の
正
午
ま
で
で

す
。
な
お
、
正
午
以
降
に
営
業
を
開
始

い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

　
の
だ
さ
い
。

　　第4回県民コンサート

　　　長岡室内合奏団演奏会
　　　　　　主催　県教育委員会、十日町市教育委員会

■と　き　9月27日（日）午後6時開演（5時30分開場）

■ところ　十日町市市民会館（学校町1）

■内　容　①公演団体　長岡室内合奏団（団員10名）

　　　　②演奏曲目　ドボルザーク：弦楽のためのセレナーデほか

■入　場　無　料（整理券を発行しますので、鑑賞希望者は市内の各公

　　　　民館、教育委員会、楽器店でお求めください。）

■問い合わせ　十日町市公民館（智57－5011）

希望舞台

天までとどけ誤磁嘉」＋日町公演

　　　　　　　　主催　雪ん子ネッ　トワーク

■と　き　9月30日㈱午後7時開演（6時30分開場）

■ところ　クロス10大ホール（本町6－1）

■入　場　前売券二一般3，000円、中・高生2，000円

■問い合わせ　雪ん子ネットワーク事務局（関定作業所2F盈57－1192）

第
6
回
十
日
町

長
距
離
力
1
一
一
パ
ル

　
県
陸
上
長
距
離
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

と
、
競
技
者
の
底
辺
拡
大
を
目
指
し
、

9
月
2
3
日
㈱
に
陸
上
競
技
場
で
十
日
町

長
距
離
力
ー
ニ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
す
。

　
男
子
－
万
材
は
、
東
日
本
縦
断
駅
伝

　　　第26回市民スポーツ大会
　コ　　コ
藩欝雛圏一■申し込み9月25曜までに各事務局・総合体育館へ・

新
潟
県
チ
ー
ム
の
最
終
選
考
を
兼
ね
、

そ
の
他
の
種
目
に
つ
い
て
も
、
今
後
開

か
れ
る
県
中
学
駅
伝
、
県
高
校
駅
伝
、

県
縦
断
駅
伝
等
を
占
う
意
味
で
も
目
が

離
せ
ま
せ
ん
．

　
レ
ー
ス
の
見
所
は
、
本
田
技
研
を
は

じ
め
と
し
た
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実

業
団
チ
ー
ム
か
ら
の
招
待
選
手
を
中
心

に
、
東
京
農
大
等
、
各
大
学
の
箱
根
駅

伝
メ
ン
バ
ー
や
地
元
選
手
が
ど
こ
ま
で

食
い
下
が
れ
る
か
な
ど
白
熱
し
た
レ
ー

ス
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
一
線
級
の
選
手
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー

ト
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
大
会
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
　
　
き

■
と
こ
ろ

■
日
　
程

子
㎜
材
、

　
　
1
15

分
”

ぜ
ひ

　
　
　
女
子
靱
酬
、

学
男
子
期
川
、

　
　
　

4
×
50
冒
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
ノ

子
㎜
材
、

　
ヨ
2
時
1
0
分

40

分
一
小
学
女
子
枷
層
、

女
子
㎜
材
、
3
時
1
5
分
”
男
子
一
万
折

9
月
2
3
日
㈱

十
日
町
市
陸
上
競
技
場

午
前
9
時
3
0
分
”
中
学
男

10

時
H
男
子
㎜
層
、
1
0
時

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
1
0
時
4
0
分
H
中

　
　
1
1
時
1
0
分
H
男
子

　
　
　
、
H
時
4
0
分
H
女

12

時
1
0
分
”
男
子
㎜
㌶
、

”
小
学
男
子
㎜
材
、
2
時

　
　
　
　
　
　
2
時
5
5
分
”

部　　　　　　門 会　　　　　　場 期日 参　加　対　象 闘い合わせ（事務局）

ソフ　トボール 信濃川運動公園野球場
4日

一　　般　　男　　女 重野光夫（智57－6308）

小学生サッカー大会 東小学校グラウンド 小　　　学　　　生 庭野和浩（奮57－3111、内線273）

ゲートボール大会 信濃川運動公園野球場 5日 連　　盟　　会　　員 小川修治（盈57－5926）

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路

10日

地域・職場・高校・中学・女子 福崎勝幸（君57－3m、内線243）

体操競技大会 十日町高校東体育館 ジュニア・中学生・高校生・一般 金子芳信（智52－3757）

野
球

学童野球大会 信濃川運動公園野球場・青少年運動広場
小学生5年以下の部・小学生の部

小林　　繁
（智57－4508）

400歳野球大会 笹　山　野　球　場
一般（但し選手は40歳以上で
1チームの年齢合計は常時
400歳以上であること）

バスケットボール大会 十日町高校西体育館
南中学校体育館

一般男女（高校生含む） 樋口　　信
（智52－3575）

卓　　球　　大　　会 市　民　体　育　館 小学生・中学生・高校生・一般 南雲和幸（君57－3111、内線134）

ソフトテニス大会 信濃川運動公園庭球場
中学生（3年生のみ）・一般男

女（高校生含む〉・婦人 湯沢一彦（麿57－9166）

テニスシングルス大会 総合公園庭球場 一　　般　　男　　女 岡村久男（盈57－8757）

ジュニアバドミントン大会 吉田中学校体育館 小学生・中学生 蔵品茂昭（費57－3111、内線333）

パパ・ママバレーボール大会 総　合　体　育　館 既　　婚　　男　　女 保坂正行（衛7－3111、内線334）

柔　　道　　大　　会 武　　　道　　　館 小学生・中学生・一
般（高校生含む）

村山　　潤
（看57－3111、内線218）

少年剣道大会 西小学校体育館 小学生・中学生・高校生 田川正幸（麿57－2625）

空　手　道　大　会 武　　　道　　　館 小学生・中学生・一
般（高校生含む）

西野幸雄（費57－8339）

相撲小学生新人戦 水沢小学校相撲場 小学生（3・4・5年生）男子 野本　　修
（智52－3186）

サイ　ク　リ　ング 塩　ノ　又　方　面
11日
小学生高学年以上 清野山和夫（盈57－4860）

登　　　　　　　山 駒　ヶ　岳方面 小学生高学年以上 根津芳雄（智57－8643）

匪］騙辮鰍、鞭鴫舗藤付，，，、、，㈱

ブ2
について、次のとおり都市計画（案）　■期　間　9月11日働～25日働　午前8時30分～午後5時

を縦覧します。　　　　　　　　　　■場　所　建設部克雪都市計画課（盈内線273・275）十日町土木事務所（鱈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　57－5511）
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生ワクチン投与

◆会　　場　十日町市保健センタr

◆受付時間　午後1時45分～2時15分

期　日 対　象　地　区

10月1日休） 中条・吉田・下条・水沢

10月2日㈹ 十日町・川治・六箇

■
該
当
す
る
子
　
平
成
4
年
6
月
3
0
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
満
4
歳
未
満
の
子
。

た
だ
し
、
す
で
に
2
回
投
与
の
済
ん
で

い
る
子
は
除
く
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
　
①
発
熱
・
下
痢

を
し
て
い
る
子
②
病
後
で
身
体
が
弱
っ

て
い
る
子
③
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症

状
を
起
こ
し
た
子

■
持
参
す
る
も
の
　
①
母
子
健
康
手
帳

　
②
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を
持

　
参
す
る
と
き
は
除
く
）
③
市
内
に
住
民

　
登
録
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
住
民
登

　
録
を
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
「
予
防
接

　
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て
く

　
だ
さ
い
。

　
■
問
診
票
　
当
日
、
問
診
票
の
記
入
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
朝
と
昼
の
体
温
を
必

　
ず
測
り
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
良

　
く
知
っ
て
い
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ

　
さ
い
。
都
合
が
つ
か
な
い
と
き
は
、
あ

　
ら
か
じ
め
問
診
票
を
保
健
衛
生
課
に
取

　
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛

　
生
係
（
盈
内
線
鵬
・
珊
）
へ
。

　
　
結
核
予
防
週
間

　
　
～
9
月
2
4
日
㈲
～
3
0
日
㈱
～

　
　
新
潟
県
の
結
核
事
情
は
、
健
康
診
断

　
予
防
接
種
等
の
予
防
対
策
の
進
展
、
化

　
学
療
法
を
中
心
と
す
る
治
療
法
の
進
歩

　
や
結
核
予
防
週
間
の
実
施
な
ど
に
よ
る
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，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

啓
も
う
普
及
に
よ
り
、
昭
和
3
0
年
以
降

著
し
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
録
患
者
数
は
、
昭
和
34
年
に
は
4

8
、
2
8
0
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

平
成
3
年
に
は
2
、
8
8
8
人
と
な
り

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
潟
県
の
結
核
患
者
は
平

成
3
年
に
新
た
に
7
2
0
人
も
発
生
し

て
お
n
・
、
全
国
で
も
年
間
5
万
人
以
上

も
の
新
た
な
患
者
発
生
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
今
も
っ
て
わ
が
国
最
大
の
感
染
症
で

あ
る
結
核
を
追
放
す
る
た
め
、
健
康
診

断
等
を
積
極
的
に
受
診
し
、
結
核
予
防

に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
販
売
セ
ー
ル

　
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
、
使
わ
ず
に
眠

っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
買

っ
た
き
り
全
然
使
用
し
て
い
な
い
も
の
、

い
ら
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
十
分
使
え
る

い
ろ
い
ろ
な
不
用
品
や
死
蔵
品
は
、
ど

こ
の
お
宅
に
も
必
ず
一
つ
や
二
つ
あ
る
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一

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
持
ち
寄
り
品

物
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
不
用
品
の
受
付
日
〉

■
と
　
き
　
9
月
1
9
日
d
D
～
2
1
日
㈲
午

　
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
（
2
1
日
の

　
み
午
後
3
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
（
学
校
町
1
）

　
〈
不
用
品
の
受
付
品
〉

■
内
　
容
　
①
あ
な
た
の
希
望
価
格
を

　
つ
け
て
く
だ
さ
い
②
衣
類
は
新
品
に

　
限
り
ま
す
②
交
換
（
販
売
）
さ
れ
た

　
品
物
は
1
0
％
の
手
数
料
を
い
た
だ
き

　
ま
す
④
自
転
車
、
ス
キ
i
等
の
大
き

　
い
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

　
〈
不
用
晶
の
販
売
セ
ー
ル
〉

■
と
　
き
　
9
月
2
6
日
ω
午
前
1
0
時

　
～
午
後
5
時
　
9
月
2
7
日
㈲
午
前
1
0

　
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1
1
）

■
問
い
合
わ
せ
　
消
費
者
協
会
（
商
工

　
観
光
課
内
暦
内
線
謝
）
へ
。

　
　
酒
害
の
懇
談
会

　
　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

　
族
の
会
で
す
．

　
■
と
　
き
　
9
月
1
8
日
㈹
午
後
1
時
3
0

　
　
分
～
3
時

　
■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

　
■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
、
保
健
衛
生

　
　
課
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
鵬
）
へ
予

　
　
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
心
の
健
康
相
談

　
　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど
、

　
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

　
■
と
　
き
　
9
月
2
5
日
㈹
午
後
1
時
3
0

　
　
分
～
3
時

　
■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

　
■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

　
■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

一一一一一一「一一一一一｝噛一一一一「一一噸一一一一一一一一軸一一一一【一噌甲一一一一一「一『噛一「「一一一一一一一一囎顧
一一甲一一一一「一一一一一曽榊「一一一「

交逓禦金キヤンペーン

【】高齢者交通安全旬間　11日㈹～20日（日）

大切な　我が身を守

る　交通ルール
　　　　　　　　　ト　　　　タ　ノび

ちと　待つゆとり

8月中の交通事故発生状況　　（）は累計

粛　町　耕 発生件数 負傷者数 死者数

平成4年 25（124） 30（143） 1（2）

十日町市
平成3年 31（121） 36（133） 1（2）

川西町
津南町
中里村

平成4年 16（68） 19（81） 0（0）

平成3年 12（70） 13（84） 0（1）

計
平成4年 41（192） 、49（224） 1（2）

平成3年 43（191） 49（217） 1（3）

　　　　　軽乗用車とバイクが
　　ヨ　謬　　　　　衝突し死亡事故

　　　　　　8月12日㈹午後7時45分ご

　　　　　ろ、寿町2の市道交差点で左

折しようとした21歳の男性の運転する軽

乗用車と直進中の17歳の少年が運転する

原付バイクが衝突し、バイクの少年が死

亡する重大事故が発生しました。

とおかま畜の自然
　　　　　《理科センタ麹

⑯

　日当たりのよい幽地に普通に見ちれる

高さ1～2rnの落葉低木です。よく枝分

かれし、若枝が赤褐色を帯びて鋭い3稜

形をなしているのが特徴の一一つです。

　8～2月ころ、小さな白または淡紅色

の名がついています。花弁力

　都市計画道路の西中央通り線、高田町

稲荷町線、十日町駅連絡道の新規決定と

十日町駅西土地区画整理事業区域の決定

雛

冨麗

ぴ
　
蒙ブ3と6ガF夢3　平成4年9月10日
7
　
溜

ー
1制



　
ま
せ
い
せ
き
ふ

　
磨
製
石
斧
は
木
材
の
切
断
、
加
工

に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
器
で

あ
る
。
柄
に
つ
け
ら
れ
て
使
用
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の

柄
と
刃
の
方
向
が
同
じ
斧
と
柄
と
刃

　
　
　
　
　
ち
ょ
う
な

が
直
交
す
る
手
斧
と
が
あ
る
。
柄
は

普
通
の
遺
跡
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

低
湿
地
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
柄
か
ら
石
斧
の
使
用
法
が

推
測
で
き
る
。
柄
に
つ
け
た
部
分
が

変
色
し
て
い
た
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

が
残
っ
て
い
た
り
も
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
う

　
形
は
側
縁
や
頭
部
に
稜
を
も
っ
て

け
ん
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
か
く
し
き

研
磨
さ
れ
た
、
定
角
式
磨
製
石
斧
が

一
般
的
で
あ
る
。
断
面
が
楕
円
形
の

に
ゅ
う
ぼ
う
じ
ょ
う

乳
棒
状
磨
製
石
斧
と
呼
ば
れ
る
石

斧
は
、
縄
文
前
期
の
も
の
で
当
地
方

に
は
数
少
な
い
。
刃
は
両
刃
で
あ
る

が
、
ま
れ
に
片
刃
の
も
の
が
あ
り
、

手
斧
や
ノ
ミ
と
し
て
加
工
具
と
し
て

使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
刃
の
と

こ
ろ
だ
け
を
研
磨
し
た
局
部
磨
製
石

斧
は
、
縄
文
期
の
初
期
に
製
作
さ
れ
、

そ
れ
も
片
刃
の
も
の
が
多
い
。

　
縄
文
時
代
後
期
以
後
に
は
、
実
用

に
な
ら
な
い
小
さ
な
磨
製
石
斧
が
あ

り
、
そ
れ
に
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
多
分
に
装
飾
品
か
と

思
わ
れ
、
特
に
蛇
紋
岩
な
ど
の
美
し

い
石
が
多
い
。
研
磨
も
て
い
ね
い
で
、

精
巧
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と

か
ら
、
装
飾
品
で
あ
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
磨
製
石
斧
は
、
遺
跡
で
採
集
さ
れ

る
も
の
で
は
破
損
品
が
多
い
。
研
磨

し
や
す
い
石
質
は
、
そ
れ
ほ
ど
硬
く

は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
使
用
方

法
も
激
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
写
真
の
磨
製
石
斧
も
、
頭
部
が
破

損
し
て
折
れ
て
い
た
り
、
刃
の
と
こ

ろ
が
ぐ
ざ
ぐ
ざ
に
破
損
し
た
り
、
な

く
な
っ
て
い
る
。
研
磨
に
相
当
な
時

間
を
か
け
た
道
具
で
あ
る
。

磨製石斧

市
内
で
初
め
て
全
中
水
泳
大
会
に

　
　
　
出
場
し
自
己
記
録
を
大
幅
更
新

　
市
内
の
中
学
生
で
初
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
山
口
さ
ん
は
、
八
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
長
岡
市
の

悠
久
山
プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
、
全
日

本
中
学
校
水
泳
競
技
選
手
権
大
会
の

百
折
、
二
百
㌶
バ
タ
フ
ラ
イ
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
今
年
に
な
っ
て
メ
キ
メ
キ
カ
を
つ

け
、
七
月
の
県
大
会
で
両
種
目
と
も

優
勝
し
、
県
内
の
ト
ッ
プ
の
座
に
つ

き
全
中
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
全
国
の
壁
は
厚
く
、

入
賞
こ
そ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

百
折
1
分
7
秒
、
二
百
層
2
分
2
8
秒

と
そ
れ
ぞ
れ
自
己
記
録
を
更
新
す
る

頑
張
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
速
く
て
び
っ
く
り
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
岩
崎
さ
ん
も
、

と
っ
て
も
速
か
っ
た
で
す
」
と
大
会

山ロ理香さん
（漿癬学疲1鋤

を
振
り
返
る
山
口
さ
ん
。

　
水
泳
を
や
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

小
学
校
二
年
生
の
と
き
姉
さ
ん
に
誘

わ
れ
て
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始
め
て
か
ら

で
、
バ
タ
フ
ラ
イ
は
六
年
生
か
ら
練

習
し
た
と
い
い
ま
す
。
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
が
生
ん
だ
初
の
全
国
級
ス

イ
マ
ー
。
「
去
年
ま
で
個
人
メ
ド
レ
ー
。

今
年
に
な
っ
て
本
格
的
に
バ
タ
フ
ラ

イ
を
練
習
し
ま
し
た
。
素
質
的
に
一

番
水
に
マ
ッ
チ
し
ま
す
」
と
話
す
根

津
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
。

　
「
泳
ぐ
の
は
楽
し
く
て
大
好
き
で

す
。
百
材
1
分
5
秒
台
、
二
百
材
2

分
2
6
秒
台
を
出
し
、
全
国
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
」
と
話
す
若
鮎
山
口

さ
ん
は
、
き
れ
い
な
瞳
の
奥
に
熱
い

闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　　　（8月末日現在）

■人□46，136人
　　　　（前月比十31）

　男　22，730人
　　　　（ノノ　十16）

　女23，406人
　　　　（ノノ　十15）

■世帯数12，620

　　　　（ノノ　十11）

今
月
の
表
紙

　
　
　
　
八
月
二
十
六
日
㈹
、
総
合
体

　
　
　
育
館
で
五
年
ぶ
り
に
大
相
撲
十

　
　
　
日
町
場
所
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
熱
気
で
ム
ン
と
す
る
中
、
市
内
の
マ

メ
力
士
二
十
人
は
角
界
の
ス
タ
ー
貴
花

田
関
と
舞
ノ
海
関
を
相
手
に
土
俵
上
所

狭
し
と
大
暴
れ
。
三
千
三
百
人
の
観
客

は
ヤ
ン
ヤ
、
ヤ
ン
ヤ
の
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
未
来
の
豊
富
士
関
を
目
指

し
て
が
ん
ば
れ
マ
メ
力
士
。

　
　
　
　
編
集
後
記

■
先
日
、
消
防
署
に
二
十
四
時
間
密
着

取
材
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
午
前
中
は
検

査
や
事
務
を
執
り
、
午
後
は
訓
練
。
通

報
が
あ
れ
ば
出
動
と
忙
し
い
職
場
で
す
。

目
立
た
な
い
け
ど
地
道
な
活
動
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
支
え
ら
れ
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
■
市
内

に
は
五
十
七
軒
の
不
特
定
多
数
の
人
を

収
容
す
る
建
物
が
あ
り
、
防
火
上
一
定

の
基
準
を
満
た
す
よ
う
指
導
さ
れ
、
⑯

マ
ー
ク
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
⑯
広

報
マ
ン
に
な
り
た
い
と
願
う
㊥
で
す
。
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